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自然分類と人為分類について

－生物種と鉱物種を例にして－

小出良幸

要旨

分類には自然分類と人為分類がある。自然分類は，対象が持っている本質的属性に基づ

いて分類されるもので，人為分類は境界や属性を定義して分類していくものである。自然

分類が分類においては理想的であるが,知見の集積がないと完全な自然分類には至れない。

人為分類は，必要に応じて多様な定義を導入でき使いやすいが，定義の必然性が明瞭でな

く，多種の分類の導入がおこなわれてしまう。本論文では，両分類の概念と問題点を，鉱
物と生物を例にして，検討した。
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Ｉはじめに

自然科学の源流ともいうべき博物学は，自然界における対象（個物）を収集し，記載し，そ

して類似性や特徴，差異に基づき分類することを使命としていた。ギリシア時代から現在まで

続く博物学の系譜は，Linne（CarlvonLinne）が1735年に出版した「自然の体系」（Systema

Naturae）によって，その記載手法，命名法が確立された。

Linneは自然界を網羅的に体系化し，分類を提唱した。しかし，それは大らかな提案であり，

現在では受けいれられていない。対象が本来（apriori）持っている特徴（本論文では本質的

属性と呼ぶ）を記載し，他との違いを見分けるという分類の基本概念や，最終的になんらかの

根拠に基づき自然界の対象をすべて合理的に，普遍的分類をしていこうという姿勢は，現在で

も綿々と続いている。本質的属‘性に基づいた分類体系は自然分類と呼ばれる。自然分類は，元

素の周期律表のように完成しているものもあるが，まだまだ途上のものがほとんどである。分

類には，対象がもっている特性を反映していると考えられる。

本論文では，著者が以前から取り組んできた時空間の地層境界に関する研究（小出2006）

の一環として，分類とは何か，その現状と問題点を整理し概観していくことを目的とする。そ

の考察の一助に生物と鉱物を自然界の代表とみなし，それぞれの分類体系を整理しながら，検
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